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　四国森林管理局においては、国民の森林に対する多様なニーズに応えるた

め、「美しい森林づくり」を推進し、民有林・国有林の連携のもと、「100 年

先を見通した森林づくり」をはじめ５つの柱に沿って、国民目線に立った事

業展開を図ることとしています。 【詳細は２頁に掲載】

100 年先を見通した森林づくり（複層林）
〔高知県四万十市〕
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美
し
い
森
林
づ
く
り
の
推
進

平
成
二
一
年
度
　
四
国
森
林
管
理
局
事
業
概
要

〈
企
画
調
整
室
〉

　

�　

四
国
の
国
有
林
野
は
、
奥
地
山

岳
地
域
に
あ
り
、
水
源
の
か
ん
養

や
国
土
保
全
を
は
じ
め
と
す
る

公
益
的
機
能
の
発
揮
が
高
く
求

め
ら
れ
る
森
林
が
大
部
分
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
公

益
林
（
水
土
の
保
全
や
自
然
環

境
の
維
持
等
を
目
的
に
施
業
を

行
う
森
林
）
を
段
階
的
に
拡
大

し
て
お
り
、
四
国
の
国
有
林
野

面
積
の
う
ち
公
益
林
の
割
合
は

平
成
一
〇
年
の
三
〇
％
か
ら
平

成
二
一
年
に
は
九
四
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
二
一
年
度
も

公
益
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た

森
林
施
業
を
行
い
、
「
美
し
い

森も

り林
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

②�　

森
林
吸
収
源
対
策
に
向
け
た

森
林
整
備
の
推
進

　

�　

四
国
の
国
有
林
に
は
、
人
工

林
が
約
一
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
ま
す
。
こ
の
人
工
林
の
森
林

整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
早
急
に
整
備
が
必
要
な
箇
所

か
ら
優
先
的
に
現
地
の
林
分
状

況
等
を
踏
ま
え
計
画
的
に
実
施

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

�　

京
都
議
定
書
の
削
減
目
標
の

達
成
に
向
け
て
は
、
吸
収
源
と

し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
森
林
（
平

成
二
年
以
降
に
森
林
整
備
等
を

行
っ
た
森
林
）
を
効
率
的
か
つ

確
実
に
増
や
す
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
平
成
二
一
年
度
に
は
、

約
五
，
九
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
除

伐
・
保
育
間
伐
等
を
行
い
ま
す
。

　

�　

今
後
も
個
々
の
森
林
の
状
況
、

施
業
履
歴
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
効
率
的
に
森
林
整
備
を
進
め
、

着
実
な
森
林
吸
収
量
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

③�　

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け

た
取
組
～
保
護
林
候
補
地
の
選

定
適
否
等
に
つ
い
て
の
調
査
～

　

�　

平
成
一
五
年
三
月
に
野
生
動

植
物
の
生
息
・
生
育
地
の
拡
大

と
相
互
交
流
を
促
す
こ
と
を
目

的
に
「
四
国
山
地
緑
の
回
廊
」

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

�　

平
成
二
一
年
度
に
つ
い
て
は
、

鎗や
り

戸ど

国
有
林
（
徳
島
県
）
、
上う

わ
が
な
る

ヶ
成

山
国
有
林
（
愛
媛
県
）
、
グ
ド
ウ

ジ
谷
国
有
林
（
高
知
県
）
に
お

い
て
、
保
護
林
（
原
生
的
な
森

林
生
態
系
か
ら
な
る
自
然
環
境

　

四
月
二
四
日
に
記
者
発
表
を
行

い
ま
し
た
の
で
平
成
二
一
年
度
四

国
森
林
管
理
局
事
業
概
要
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

国
土
の
保
全
や
水
源
の
か
ん
養

に
加
え
、
近
年
地
球
温
暖
化
防
止

や
生
物
多
様
性
の
保
全
へ
の
関
心

が
高
ま
る
な
ど
、
森
林
に
対
す
る

国
民
へ
の
期
待
が
多
様
化
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
議
定
書
の
第
一
約

束
期
間
（
平
成
二
〇
年
～
平
成

二
四
年
）
に
お
け
る
、
我
が
国
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
森
林
吸
収
源
対
策
を

着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
四
国
森
林
管
理
局

に
お
い
て
は
、
森
林
に
対
す
る
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、
「
美
し

い
森も

り林
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
民

有
林
・
国
有
林
の
連
携
の
も
と
、

五
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
国
民
目
線

に
立
っ
た
事
業
展
開
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

一�

、
一
〇
〇
年
先
を
見
通
し
た
森
林

づ
く
り

　

森
林
の
公
益
的
機
能
を
持
続
的

に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
地
域
の
特

色
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
五
〇
年
サ

イ
ク
ル
で
植
栽
・
伐
採
を
繰
り
返

す
従
来
の
森
林
づ
く
り
に
加
え
、

一
〇
〇
年
先
を
見
据
え
た
、
針
広

混
交
林
や
複
層
林
等
の
多
様
な
森

林
を
目
指
し
た
森
林
整
備
と
と
も

に
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け

た
取
組
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は

①�　

公
益
的
機
能
発
揮
の
た
め
の

森
林
施
業
の
推
進

マスコミ各社への記者発表

ヒノキ人工展示林複 層 林

間伐により整備された森林
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残存型枠治山ダム工

の
維
持
、
動
植
物
の
保
護
、
遺

伝
資
源
の
保
存
、
施
業
及
び
管

理
技
術
の
発
展
等
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
区
域
を
定

め
、
禁
伐
等
の
管
理
経
営
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
保
護
を
図
っ

て
い
る
国
有
林
野
）
と
し
て
選

定
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど

う
か
の
調
査
を
実
施
し
、
将
来

的
に
は
保
護
林
と
保
護
林
を
つ

な
ぐ
「
緑
の
回
廊
」
ま
で
見
据

え
た
保
護
林
の
拡
充
に
向
け
た

検
討
を
行
い
ま
す
。

④�　

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た

取
組
～
「
四
国
山
地
緑
の
回
廊
」

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
（
ク
マ
タ
カ

等
猛
禽
類
生
息
調
査
の
追
加
）
～

　

�　

「
四
国
山
地
緑
の
回
廊
」
に
つ

い
て
は
、
設
定
後
以
降
に
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
食
害
や
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
の
確
認
な
ど
取
り
巻
く
環
境

が
著
し
く
変
化
し
た
こ
と
か
ら
、

平
成
二
〇
年
度
に
「
四
国
山
地

緑
の
回
廊
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
今
後
の
回
廊
の
あ

り
方
の
方
向
に
つ
い
て
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、「
人

と
野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に
向
け

た
取
組
」
の
推
進
と
と
も
に
、
飛

翔
が
確
認
さ
れ
て
い
る
国
内
希

少
野
生
動
植
物
種
の
ク
マ
タ
カ

の
生
息
調
査
を
追
加
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
た
対
策
に
つ
い
て

検
討
す
べ
き
と
い
う
方
向
が
示

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
一
年

度
は
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
に
、
ク
マ
タ
カ
の
生
息
調
査

項
目
を
追
加
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑤�　

人
と
野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に

向
け
た
取
組

　

�　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
は
じ
め
野
生

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
被
害

の
深
刻
化
を
踏
ま
え
、
被
害
地

域
を
含
め
た
森
林
生
態
系
の
再

生
・
保
全
及
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

生
息
地
の
保
護
を
図
る
た
め
、

⑴
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
環
境
調

査
及
び
動
態
調
査
、
⑵
関
係
機

関
と
の
連
絡
会
議
の
開
催
、
⑶

被
害
跡
地
の
再
生
対
策
、
⑷
野

生
鳥
獣
の
生
息
環
境
整
備
を
実

施
し
、
人
と
野
生
鳥
獣
と
の
共

存
を
目
指
し
た
森
林
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

二�

、
流
域
の
保
全
と
災
害
に
よ
る

被
害
の
軽
減

　

流
域
全
体
の
保
全
の
た
め
の
治

山
対
策
を
、
民
有
林
治
山
事
業
等

と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
的

に
推
進
し
、
災
害
を
防
ぐ
こ
と
に

加
え
、
被
害
の
軽
減
（
減
災
）
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は

①�　

重
要
自
然
維
持
地
域
保
安
林

整
備
事
業
に
つ
い
て

　

�　

白
髪
山
（
一
四
七
〇
ｍ
：
嶺

北
森
林
管
理
署
管
内
）
周
辺
の

国
有
林
は
、
県
立
自
然
公
園
及

び
保
護
林
に
指
定
さ
れ
、
登
山
、

林
内
散
策
、
学
術
研
究
等
の
目

的
で
県
内
外
か
ら
の
入
山
者
が

多
い
地
域
で
す
。
近
年
の
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
白
髪
山
東
部
の

口
白
髪
山
に
お
い
て
、
地
す
べ

り
性
崩
壊
や
渓
流
荒
廃
が
発
生

し
、
不
安
定
土
砂
が
渓
流
内
に

堆
積
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

早
急
に
整
備
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
五
年
間
、

総
工
事
費
約
三
億
円
の
規
模
で

治
山
ダ
ム
工
や
森
林
整
備
等
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

②�　

治
山
事
業
に
お
け
る
間
伐
材

等
木
材
利
用
の
推
進

　

�　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
観

点
か
ら
、
公
共
土
木
工
事
に
お

け
木
材
利
用
の
拡
大
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
四
国
森
林
管
理
局

で
は
、
今
後
五
年
間
で
、
平

成
二
〇
年
度
の
実
績
（
約
二
，

五
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
）
の
二

倍
程
度
ま
で
木
材
利
用
を
増
加

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、

平
成
二
一
年
度
に
つ
い
て
は
、

三
，
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の

木
材
利
用
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

三�

、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
森

林
づ
く
り
と
利
用

　

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
や

木
材
利
用
の
意
義
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
高
め
る
た
め
、
森
林
環

境
教
育
の
機
会
や
、
活
動
フ
ィ
ー

ル
ド
を
広
く
提
供
し
、
国
民
参
加

の
森も

り林
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は

①�　

「
学
校
林
・
遊ゆ

う
ゆ
う々

の
森
」
全
国

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
in
四
国

モニタリング調査で撮影されたクマタカラス巻き

平成 20 年度「学校林・遊々の森」全国子どもサミット in 九州の様子
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�　

「
学
校
林
・
遊ゆ

う
ゆ
う々

の
森
」
は
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
行
動
で

学
び
体
験
す
る
活
動
を
行
う
学

習
・
体
験
活
動
の
場
で
す
。
「
学

校
林
・
遊ゆ

う
ゆ
う々

の
森
」
全
国
子
ど

も
サ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
の
活
動
の

取
組
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
平
成
二
一
年

度
は
高
知
県
香か

み美
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
四
国
各
地
や
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
学
習
・
体
験
活
動
の
発
表
や

先
生
方
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、

森
林
づ
く
り
の
大
切
さ
の
輪
を

全
国
に
発
信
し
ま
す
。

②�　

「
美
し
い
森
林
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
」
～
国
有

林
公
開
講
座
の
実
施
～

　

�　

国
有
林
へ
の
国
民
の
期
待
が

高
ま
る
中
、
「
国
民
の
森
林
」
と

し
て
、
国
民
に
具
体
的
な
成
果

を
示
す
取
組
を
着
実
に
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
四
国
森
林

管
理
局
で
は
、
国
民
と
国
有
林

と
の
双
方
向
の
情
報
・
意
見
の

交
換
を
目
的
と
し
た
「
四
国
の

国
有
林
公
開
講
座
」
を
実
施
し

ま
す
。

③�　

森
林
・
林
業
体
験
交
流
促
進

対
策

　

�　

都
市
部
等
の
小
学
生
を
対
象

と
し
た
自
然
体
験
の
機
会
を
提

供
す
る
た
め
「
工く

い

し

や

ま

石
山
」
（
嶺

北
森
林
管
理
署
管
内
）
、
「
飯い

い

の

山や
ま

」
（
香
川
森
林
管
理
事
務
所
管

内
）
に
お
い
て
、
安
全
で
効
果

的
な
学
習
・
体
験
活
動
を
行
う

た
め
の
学
習
教
育
林
の
全
体
構

想
及
び
学
習
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
、
学
習
コ
ー
ス
等

の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

四
万
十
川
森
林
環
境
保
全
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
が
森
林
環
境
教

育
を
実
施
し
て
い
る
フ
ィ
ー
ル

ド
に
説
明
看
板
、
樹
名
板
、
道

標
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

四�

、
国
産
材
の
利
用
拡
大
を
軸
と

し
た
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生

　

資
源
の
充
実
、
加
工
技
術
の
向

上
等
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
川

上
と
川
下
が
連
携
し
、
大
規
模
需

要
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
得
る
国

産
材
の
安
定
供
給
と
地
域
材
の
利

用
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は

①　

国
有
林
材
の
安
定
供
給

　

�　

平
成
一
九
年
度
に
設
立
さ
れ

た
「
木
材
安
定
供
給
協
議
会
」

に
お
い
て
、
国
有
林
か
ら
の
原

木
供
給
可
能
量
の
見
通
し
等
の

情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

民
有
林
材
の
供
給
に
係
る
情
報

や
川
下
の
需
要
動
向
に
係
る
情

報
収
集
を
図
る
等
、
民
有
林
と

国
有
林
が
連
携
し
て
木
材
の
安

定
供
給
へ
向
け
た
取
組
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

合
板
・
集
成
材
・
製
材
工
場
な

ど
の
大
口
需
要
者
へ
合
板
・
ラ

ミ
ナ
・
間
柱
用
等
を
直
接
販
売

（
シ
ス
テ
ム
販
売
）
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

②�　

地
域
材
利
用
促
進
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

　

�　

間
伐
材
等
な
ど
地
域
（
四
国
）

材
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に

は
、
生
産
さ
れ
た
材
を
需
要
者
へ

安
定
的
に
供
給
す
る
と
と
も
に
、

木
の
良
さ
を
一
般
消
費
者
へ
Ｐ

Ｒ
す
る
な
ど
の
取
組
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
四
国
森
林
管
理

局
で
は
民
有
林
と
連
携
し
地
域

④�　

「
森も

り林
の
達
人
集
」
の
拡
充
に

つ
い
て

　

�　

森
林
環
境
教
育
の
実
践
に
当

た
っ
て
は
、
従
来
の
森
林
教
室

や
植
物
観
察
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
生
き
る
力
」
を
育
む
多
様
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
四
国
森
林
管
理
局
で
は
平

成
二
〇
年
度
、
枝
や
葉
な
ど
自

然
の
材
料
を
用
い
た
遊
び
、
森

林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
活
動
を

得
意
と
す
る
名
人
達
を
「
森も

り林

の
達
人
集
」
（
高
知
県
版
、
徳
島

県
版
）
と
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
、
四
国
森
林
管
理
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

平
成
二
一
年
度
は
、
香
川
県
版
、

愛
媛
県
版
の
「
森も

り林
の
達
人
集
」

を
作
成
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
達

人
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
広
く
国

民
に
情
報
発
信
し
、
効
果
的
な

森
林
環
境
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

シンポジウム

森の中での
体験活動の様子








